
 

  

  

 

     

 

 

 

 

 

新潟 RC7 月第 1 例会 (2016.7.5) №３１４１ 

 

(1) 「君が代」斉唱  

ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱 

(2) 宇尾野 隆会長挨拶 

この度、伝統ある新潟ロータリークラブの会長を仰せつかりま

した宇尾野でございます。今、この場に立ちまして益々、その

責任の重さを痛感しているところであります。本年度が、会員

の皆様にとって、充実したロータリー活動になるように、努力を

して参りたいと思います。若年非才の身ではありますが、何卒

よろしくお願い致します。それでは、私の本年度の所感並びに

活動方針を述べさせていただきたいと思います。まず、本年度

のテーマを「ロータリーの原点を見つめ直し、地域に貢献を」と

させていただきました。ロータリーは、今年創立 111年を迎え、

ロータリー財団は、110周年を迎えます。そして日本のロータリ

ーは、2020年に 100周年を迎えようとしています。2016－2017

年度の国際ロータリージョン F・ジャーム会長は、「ROTARY 

SERVING HUMANITY」－人類に奉仕するロータリー－を本年

度のテーマに掲げました。また、私たち 2560地区の田中政春

ガバナーは、地区の目標を「基本に学び、地域と共に」と致し

ました。そして、私の会長としてのテーマを「ロータリーの原点

を見つめ直し、地域に貢献を」とさせていただきました。 1923

年－24年度の米国・フィラデルフィアRC出身のガイ・ガンディ

ーカーRI会長は、その著書「Talking Knowlede of Rotary（ロー

タリー通解）」の中でロータリーの目的について、次のように述

べています。 

【ロータリーの構成と諸目的】として 

1、会員個々人の向上 

2、会員の企業を理想と実際の両面において向上せしめるこ

と。 

3、会員の属する業種全体の向上 

4、会員の家、町、州、及び国ならびに社会全体を向上せしめ

ること。 

としております。 

 

 

 また、シカゴロータリークラブが最初に定めた目的には１番

目に会員の事業の利益、2 番目に社交クラブに付随する親睦、

そして 3番目に地域社会に対する貢献と公共への奉仕が謳わ

れています。やはり、ロータリーの基本は、職業奉仕、会員相

互の親睦、地域への貢献ではないかと思います。本年度は、

ロータリーの原点をもう一度見つめ直し、その基本となる理念

を会員の皆様と考えてみたいと思います。もう一度、原点を見

つめ直すことによって、私たちがロータリークラブに集う意義を

再認識し、それがクラブの活動の活性化に繋がっていけば幸

いであると思います。そして、私たちの暮らす新潟市は、2014

年に、国家戦略特区（新潟市革新的農業実践特区）に認定さ

れました。また、今年の4月にはG7新潟農業大臣会合が開催

され、私たちのまちが日本でも有数の農業地帯であると世界

に認識されました。このような新潟の地域資源ともいえる、農林

水産物、特産物、それらに係わる生産者・企業も、職業奉仕の

視点から、会長挨拶の中でご紹介させていただきたいと思っ

ております。すでにご案内の通り、本年度は 10月に旧市内

7RCの野球大会、同じく 10月に地区ライラ研修、来年の 2月

に旧市内 7RC合同例会という 3つのホスト役を努めなければ

ならない年であります。このホスト役をしっかり努めてまいりた

いと思います。そして、会長方針の中に書いてはありませんが、

竹石年度より懸案でありました、狼江 RCとの友好ロータリーの

締結に向けて努力してまいりたいと思います。会員の皆様から、

託されましたこの一年間を微力ながら精一杯努めてまいる所

存でございます。会員の皆様には、ご理解とご指導、ご協力を

賜りますよう、心よりお願い申し上げまして会長方針とさせてい

ただきます。どうぞ、一年間よろしくお願い致します。 

(3) 米山奨学生  

ファム アイン ホアンさん挨拶・奨学金贈呈 

(4) １００％出席バッチの贈呈 

海津 博之君 １年  大澤  強君 ３年 

若杉  武君 7年  高橋 秀松君 ８年 

樋熊 紀雄君 17年  木滑 孝一君 21年 

(5) 誕生日お祝い贈呈(７名) 

(6) 結婚記念日お祝いの紹介(２名) 

 

 2016-17年度 

国際ロータリー会長 

ジョン F．ジャーム 
 

2016～17年度 
新潟ロータリークラブ会長 

 
宇尾野 隆  

 
 

2016-17年度 

国際ロータリーのテーマ 

 



(7) 各種ご寄付の発表 

ロータリー財団寄付発表(樋熊 紀雄委員長) 

高橋 康隆君 樋熊 紀雄君 

高橋 秀樹君 岡村 健吉君 

米山奨学会寄付発表(小林 敬直委員長) 

高橋 康隆君 徳永 昭輝君 

高橋 清文君 若杉  武君 

新田 幸壽君  

青少年育成基金寄付発表(白勢 仁士委員長) 

本間  彊君 高橋 清文君 

白勢 仁士君  

(8) ニコニコボックス紹介 

・宇尾野 隆君 一年間、よろしくお願いいします。 

・内田 直紀君 本年度幹事させて頂く事になりました内田

です。未熟者ではございますが、一年間宇尾野会長をサ

ポートし、ニコニコで頑張りたいと思いますので、どうぞ宜し

くお願いします。 

・塚田 正幸君 6月下旬に家内とアメリカ コロラド州デン

バーに住んでいる姉の所へ 10日ほど滞在してきました。

22日（水）近くにあるオーロラ RCにメーキャップしてきまし

た。メーキャップ代 14 ドル。アロハシャツを着た 60代の女

性会長が迎えてくれました。また例会にはオーストリアから

1年交換女子学生が来て帰国前の挨拶をしてました。もう

一つ、別の日に車で 2時間程のところに標高 4300㍍のパ

イクスピークという山があり、頂上まで車で行けるので行っ

てきました。富士山より５００㍍以上高い所まで普通に車で

行ける凄い事です。頂上からの 360度の眺めも素晴らしか

ったです。持て行ったお菓子の袋がパンパンに膨らみ、急

いで歩くと呼吸が苦しかったです。日本では出来ない体験

でした。家内はどちらにも同行せず姉と殆ど買い物三昧で

した。 

・安藤 智君 結婚記念日のお花有難うございました。きれ

いな胡蝶蘭で妻がニコニコでした。 

(9) 幹事報告（内田 直紀幹事） 

・ロータリーレートが７月１日より１０２円に変更になりまし

た。 

(10) 事業計画の発表（内田 直紀幹事） 

1 SAA 内山清 2 会員増強委員会 山本正治 

3 R情報委員会 小山楯夫 4 出席委員会 小田等 

5プログラム委員会 仙石正和  6ニコニコボックス

委員会 堀盛富 

7広報委員会 近藤正典 8職業奉仕委員会 織戸潔 

9青少年交換委員会 佐藤紳一 

 

(11) ７月 ５日例会の出席率 ７３．０４  ％ 

会員数９２名（出席免除会員 ７名） 

出席者６５名（出席免除会員５名を含む） 

 

 (2週間前メーク後 ８３．７０  ％) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月２０日の例会予定 

卓話 「今につながる渟足（ぬたり）の柵 

‐ひとり・ふたり‐」 

新潟市歴史博物館館長 小林 昌二 氏 

 

新潟ロータリークラブホームページアドレス 

http://www.niigatarc.jp/ 

 

 

７月５日 理事会報告 出席者１１名 

1入会被推薦者について=承認 

・東日本電信電話㈱新潟支店 理事支店長 

山本健一君 

 （推薦者 務台昭彦君、小田等君） 

・日本銀行新潟支店 支店長 亀田制作君 

 (推薦者 若杉 武君、小山 楯夫君) 

 

２．退会届について=承認 

・㈱ドコモCS新潟支店支店長 熊高信治君 

 

３ ７月のプログラム 

７月 ５日 事業計画の発表 

７月１２日 事業計画の発表 

７月１９日 卓話「今につながる渟足（ぬた

り）の柵ーひとり・ふたりー 

  新潟市歴史博物館 館長 小林 昌二氏 

７月２６日 前橋RCとの合同納涼例会 

 

４ 定款・細則変更の件 

  入会金から名称変更する旨承認 

 

５ 9月11日交通遺児を励ます事業のメーク

アップについて＝メークアップ扱いとする 

 

６ その他 

高橋清文さんより、10月 15日７RC野球大会

の後片付け、懇親 会準備を親睦委員会に応

援要請したいとの事 

http://www.niigatarc.jp/

